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は じ め に 

電子 ブロ ックを おも とめに なって， みなさんは どんなに うれ 
しい ことでしょう。 この 電子 ブロックには， 不思議な みりょく 
があります。 それは， いったいなん でしょう か。 追加 ハ。 ーツを 
どん どん ふやして い くこと により* ^1 0 0 種の 電子の 回路が 電 
子 ブロ ッ クを 組み立てる だけで， 実験す る こ とがで き 楽しい 邊 
びを 通して， 電子の 世界に， みなさんを おさそい する ことで し 
ょつ。 

電子の 世界は， 実に 幸 思議で， 楽しい ものです。 手を ふれな 
い で 遠くから 仕事を させ る ことを リモ — ト コント ロ — ル とい っ 
ています。 このような こと も， 電子 ブロックでは， 自由に おこ 
なう ことができます。 また， ラジオの 回路 も ゲルマニウム ラジ 
才 から 1 石， 2 石 ••••と， さらに M 級な ものまで 作れます。 
このよう に 楽しい 電子 ブロ ック は， E X シ リーズで さ らに 企み 
立て やすくな りました。 電気を よく 知る ことは， これからので 
代には， かかす こ とがで き ない 大切な こと です。 電気の 勉強は， 
ごく やさ しい 電池の せつぞく や， 豆 球の てんめつからは じまっ 
て， このような 回路が 無 M に 集まって， ラジオ や， テレビ， な 
どまで 進んで いき ます。 

電年 の 1¢ は， 雈 H が璲 華です。 少しで も ゆだんして ぃ 


ると， すぐと り 残されて いきます。 みなさんは， まず 電子 ブロ 
ッ クで ，たく さんの 回路を つぎつぎと 実験して みて く ださい。 
電子 ブロ ッ ク は， ラ ジオ や エレ ク トロ ニク スの 世界で できる， 
あらゆる 基 杂 になる 回路が とリ 入れられて いますので， 回路を 
知る のにたい へん 役立ち ます。 

エレクト ロ ニク スの 機器は， 配線図を 見て 組み立て られ ます 
が鼇李 ブロ ッ ク では， f 己籙 i の 言 5 己 咢が彘 諸の A る ブロ ッ クの i 
部に 印刷され ています ので， 線 図のと お り 電子 ブロ ック をな 
ら ベて 行けば 回路が つなが リ でき あがり ます。 つまり 配線図を 
見た とおり， 部品を おき 変えて 組み立てられ ますので 回路の 勉 
強には これ 以上 便利な ものは あり ません。 組み立てる 速さは， 
ハン ダ づけを する ものと く らべ ものには ならない ほ ど 速く， 又， 
かんたん にと りは ずす こ とがで き ますので， いく 通り もの 回路 
が 自由自在に 組み立てられます。 

また， 1 年 ブロックでの， 薪し い 崮4 の 綠_ には， 養に 歲を 
く ばって おり ます。 エレクト ロニ クスが 日進月歩 であり ますよ 
うに， 電子 ブロック も， S に自に 薪し い崮焱 を 取り 又れ てい ま 
す。 電子 ブロックの 研究を 通して， みなさんで エレクト ロ ニク 
スの いろいろな アイ デア 回路 や， す ぐれた 考えが ひらめく もと 
になれば 幸い と 思います。 
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No.7 ダイ オー ド 検波 1 石 ラジオ 15 

Na8 トランジスタ 検波 1 石 ラジオ 16 

Na9 1 石 レフ レッ クス ラジオ （抵抗 負荷） 17 

No.10 1 石 ワイヤレスマイク 18 

No.ll 断線# 機 （イ ャ ホン 式） 19 

Nq .12 エレ ク トロ ニッ ク すいみん 機 （イヤホン 式） 20 


No.i3 刁 ー ア 、、イオ ンエ不 レ ー タ 21 
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Nal5 ランプに よる 断線 释報機 • 23 

ど？ たい ふ ど？ たい ぜつえんたい、 
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Nal7 トラ ンジ X 夕の 電流 増幅 作用 25 

Nal8 トランジスタの スイ ッチ 作用 26 

No.19 ダイ オー ド 検波 1 石 ラジオ （ト ランス 装） 27 

No.20 ワイヤレスマイク （ト ランス g) 28 

No.21 エレ ク トロ ニッ ク バード （ト ランス 式） 29 
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もく じの ページでは 150 回路の 内# 葛 載して あり ます。 


Nol 22 エ レクト ロ ニック メ ト ロノ ーム （イ ヤ ホン 式） 30 

Na 23 電子 ブザー 31 

No .24 モールス 練習機 （イヤホン ま） 32 


Na 25 シグ ナルト レーサー 33 

Na 26 シグナル イ ン ジェク ター 34 

Na 27 水位 報知機 （イヤホン 式） 35 

No .28 簡莫フ 計 36 


No .29 エレクト ロニ ッ クオ ー トバイ 


37 


No .30 う そ 発見 機 （イヤホン 装） 38 

Na 31 導通 テスター （イヤホン 式） 39 

No .32 エレ ク トロ ニック サイ レン （イヤホン 式） 40 

かんで 八ち ちよ 《れつ 办ぺ ，ろ 

Na 33 乾電池の 直列 回路 41 

No .34 fe 電 4 の蓝夠 崮 焱 42 

Na 35 光に よる モールス 練習機 （ラン プ號） 43 

No .36 片 接地 モールス 電信機 44 

No .37 マルコー ニの 火 fE 電信機 45 

No .38 無線電信 機 （ A 〗 波） 46 

No .39 ダイ オー ド 検波 1 石 + IC アンプ ラジオ （固定 パ、 イ アス） 47 

No .40 ダイ オー ド 検波 1 石 + IC アンプ ラジオ （自己 バイアス） 48 

No .41 高周波 増幅 1 石 + IC アン ブラ ジオ （抵抗 負荷） 49 

No .42 高周波 増幅 1 石 + IC アンプ ラジオ （ト ランス 負荷） 50 

No .43 ト ラン ジス タ 検波 1 石 + IC アンプ ラジオ 51 


No .44 レフ レッ クス 1 石 + IC アンプ ラジオ （抵抗 負荷） 52 

No .45 レフ レ ッ クス 1 石 + IC アンプ ラジオ （ト ランス 負荷） 53 

No .46 自己 バイアス 1 石 + IC アンプ (抵抗 負荷） 54 

No .47 固定 バイアス 1 石 + IC アンプ (抵抗 負荷） 55 


も 


じ 


# タイフ。 刹 の 茴鉻窠 になって いますが、 もく じの ページでは 1 5 〇 回路の 爲簦 を箨蕺 してあります。 


Ntt48 固定 ハ M アス 1 石 +IC アンプ （ト ランス 蟲 荷） 56 

Na49 1 石 + IC アンプ シグ ナルト レーサー 57 

Na50 邊通 テスター （スピーカ 癸:） 58 

Na51 モールス 練習機 （スピーカ 式） 59 

Noi52 片 接地 モールス 電信機 （モニター 付） 60 

Na531 若 + IC 断驗藝 辕蠱 61 

Na54 1 石 + IC 水位 報知機 62 


Na74 ワイヤ レス 断水 報知機 82 

Na75 電子 ホーン 83 

Na76 光線' 4 話の 原理 回路 84 

で も L げんり かいろ 

Na77 電子 タイ マー の 原理 回路 85 

Na78 筅と 誉の簖 M 訾轅备 86 

No.79 麁安蛋 マルチ 14 87 

Na80 致 安 走 マルチ 0 路 88 


Na55 1 石 + IC 電子す いみん 機 63 

Not56 1 石 + IC う そ 発見 機 64 

Na57 1 石 + IC メトロ ノーム （スピーカ 3) 65 

Na58 1 石 +IC 電子 小鳥 （スピーカ 式） 66 

Na59 1 石 + IC 電子 サイ レン （スピーカ 3) 67 

Na60 1 S + IC iMSf 1* 68 

Na61 A C ブリッジ （抵抗 用） 69 

Na62AC ブリッ ジ （コンデンサ 用） 70 

No.63 ランプ コント ロール 回路 71 

Na64 エ レクト ロ ニック ガン 72 

No.65 2 石 +IC 電子 サイ レン 73 

Na66 単安逞 マルチ 0 路 74 

Na67 ワイヤレス 水位 報知機 75 

Noi68 2 石 + IC アンプ (H： 結 k) 76 

Na69 筅と 音の 水莅報 矢ち 口 機 77 

No.70 エレ ク トロ ニッ クバ ー ド （スピーカ 式) 78 

Na71 2 石 + IC アンプ シ グ ナルト レーサー 79 

畜 & 80 

Nol 73C R 結合 2 石 +IC アンプ 81 
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Na81 タ ッチ ブザー 89 

Na82 ワイヤレス 断線 警報機 90 

Na83 筅 と# の モールス 練習機 91 

Na84 ワ イヤレ スモー ルス 4 信 機 （A 2 波） 92 

Noi85 筅と 善の 簖采辕 All 93 

N0.86 ランプの 自 動 点滅 回路 94 

N<x87 菱銳 琴笙邊 95 

Na88 2 石 ワイヤレスマイク 96 

Na89 ト ラン ス 結合 2 石 + IC アンプ 97 

Na90 2 つの スイ ッ チで ランプを 点滅 98 

Na91 時限 ブザー 99 

Na92 朱 位 報知機 付 き ラジォ 10C 

Na93 エ レクト ロニ ッ ク オルガン 101 

Na 94 ァン ド 崮4 の 箇 4 102 

N0.95 ォァ® 4 の 簾 逄箇 4 103 

Na96 ノット 回路の 原理 回路 104 

No.97 ナン ド 箇焱 の 原 鱼箇路 105 

Na98 ノァ 0 备 の‘ 原 逄茴路 106 

Na99 嫌 子 クラクション 107 


か S べつ かいろ う 

各 タイ プ 別の 回路 集に な 


NalOO コンデンサの 置刿、 並列 回路 i 08 

NalOlcds による スイ ツチ 作用 109 

Noil02 筅 H 簦辕 _ の 1 逢 崮 燊 （ 1 ) 11〇 

Nal03 筅籙# 隸 邊 の 1 逢崮焱 （ 2 ) HI 

Nal 04 笑が あ たると ブザー 音が 出る 回路 112 

No .105 笑を さえぎる と ブザー 音が 出る 回路 113 

Nal 06 自月 るく なると 卩 I き だす 小鳥 114 

Nal 07 暗 くなる と 鳴き だす 小 烏 115 

No .108 明る くなる と卩 I るフ オト ラ ジオ 116 

Noil 09 暗 くなる と 鳴る フオ トラ ジオ 117 

NallO 萌 るくなる と 登“ が 点滅す る 回路 118 

Nalllfe く なる と豈 k が 点滅す る 回路 119 

mum る さに よつ て 蚤が 変化す る 回路 120 

mum る さに ょっ て簦 fe が菱 4 する i 焱 …122 

No.114 筅籙籙 の 1 逢® 4 122 

No .115 オート マチ ツ クランプ コント ロー ル 123 

Nall 6 筅綠 親の 签晃機 I 24 

No .117 鹃る くなる と鼇 焱を簦 M する® 路 125 

No .118 暗 くなる と ft 焱を髮 II する® 森 126 


No .119 マ イク ミキ シン グつ き ラジオ 127 

Nal 20 音色に よる 餚 4 訐 128 

N 0.12140 V 盧蒎 電压許 129 

Nal 22400 mAfll 流 計 130 

Nal 23 オームの 溪 1丨】 を 調べよう 131 

Nal 24 4 V 置 說 電 Stf 132 

Nal 25 自定 バイ アスの ベース 電流 測定 133 


ています が、 もく じの ページでは 150 回奋の を 掲載して あります。 


Nal 26 固定 バイアスの コレク タ 電流 測定 134 

Nal27 答笋 Sf 縫-の ベース 鼇 辗 鉍 蓋 135 

おんせい ぞうふく » でへ り* うそ 《て •い 

Nal 28 音声 増幅 機の コレク タ 電流 測定 136 

Nol 129 音声 レベル メーター 137 

No .130 ダイ オー ドの 性質 138 

Nal 31 コンデンサの 充 放電 139 

Nal 32 発振 周波 政を メーターでた しかめよう 140 

Nol 133 罙、 雀 を籮れ る® 流 141 

N (1134 メーター 式う そ 発見 機 142 

Nal 35 2 K Q レン ジ 抵抗 計 143 

Nal 3620 K Q レン ジ 抵抗 計… 144 


Nal 3720 OK Q レン ジ 抵抗 叶 145 

Nal 38 ダイ オー ド 検査 機 146 

Nal 39 トランジスタ 検査 機 147 

Nal 40 メータ ー式 照產計 148 

Nal 41 メータ ー k 音 Mi 十 149 

No .142 騷音 レベル メー ■ター 150 

No .143 パイ ロット ランプ 2 個の 双 安定 151 

Notl 44 茭 互に 信号を 出す 2 つの ランプ 152 

No.l45S^?SAlt 153 

No .146 ラ ンプの Ik 列 回路 154 

Nal 47 ランプの 並列 回路 155 

No .148 メーター によ る 湿) i 計 156 

No .149 メーター によ る 透明度 測定 157 


みゃく く 《 u ， 

Nal 50 脈搏 計 


158 
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《EX シリ ーズの 追加 パーツに よ る 発展の しかた》 

学 研 電子 ブロック E X シリーズは 下の ような、 备展 のし かたを します。 EX — 15 の屢合 
15 回路の 電気 実験が でき 、 E X — 15 から E X — A パーツを ふやして いくと、 15 回路 ふえて 
30 回路の 電気 実験が でき ます。 このように E X —〇〇 と なって いるのは、 その 機種で 実験 
できる 回路 数です。 又で きる 実験の 内容は、 もく じの ページで No . 1 〜 15 は E X — 15、 No.l 
〜 30 は EX — 30 で、 できる 内# になって います。 



•お知らせ 

ご ¥ 知のと おり、 原材 4、 工賃# の 値上が リは 予想で きない もの 
が あり、 蕃蕋本 セット、 および 追加 ハ。 ーツの 定価は、 あらかじめ、 
テつ、。 ー ト、 小売店 で お たしかめく ださい。 


—— 4 — 


かく めいしよう 

《EX タイ プ 各部 名称》 


c d s 



リユ ーム つまみ 

I C アンプの 音量 調整 や 可 
変 抵抗の 役目 もします。 


— IN PUT I c アンプに 信号を 入れる 
とき に 使う 場所。 

― ^AOUT 

電池の ㊉ 6 V に 接続され ています。 


メイン スイッチ 

電池と ブロ ッ クの 中 5 間 スイ 
ッ チです。 実験が 終ったら 
かならず off にして おき ま 


たん 


でん ち 


かた 


かた 
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単 3 電池の 入れ 方 • つかい 方》 

专ゅ う」； 

※注意 

の ㊉㊀ を ま ちがえ ると I c アン 



Q が、 こわれる ばあい か、 あります から 十分 

t>KD n い -T^A 仁 

i 


注意 して 電池 を セットして ください。 


電池の ㊉㊀ を ま ちがえない 
よう 注 蒼、 して 電池 を セット 
して、 電池 ブタを もとの よ 
うに セツ ト する。 


①う ら湔 の* 沲ブ タを 吳茚の 
よう に ずら して あける。 

€>KX>0 < OOO i O i O i O i O i C>K> i C>OKC>«>K>K£>«> t <X> t OK>0 4 <>KX> H C>K>K>O t OOO«>K>KX>KX>KX>OK>K>KSH<>HC> f CH<>K> i OK>K> l 0 4 00 H 


じつ けん まえ つぎ 

※実験を はじめる 前に 次の テス トを してく ださい。 


EX -15 

実験 No . 9 

17 P 

EX -30 

実験 Na 19 

27 P 

EX -60 

実験 Na 45 

53 p 

EX -100 

美 験 No . 45 

53 P 

EX -120 

実験 No . 45 

53 P 

EX -150 

実験 No . 45 

53 P 


① この 表 で 示す 実験 回路が ケース 内に 組み込まれて います。 
ブロック を 取り 出す 前に 各 ページの 説明文を よく 金んだ 
のち 実験して みて ください。 この ことにより ブロック、 

本 成呙蔵 ハ。 ー ッが罡 W であ る こと が键 誌され ます。 

② 藐萌# の牟に A っ ている ハ。ー ッ 裏にし たが っ て 落 
ハ °ーツ が あ る ことを たしかめ てく ださい 0 

以上の こ とが 確認され た ら No . l から 実験を は じめ ま しょう 


この ブロ ッ ク では① でよ 
いのです が、 ブロックの 数 
をす く なく する ために 抵 d 
の 入って いる ブロ ッ クのリ 
— ドの 部分 だけを 使って い 
ます。 いろいろの 場 戸 4 につ 
かってい ま すので 回路図の 
方と く ら ベて みて、 よくた 
しかめて く ださい。 


i 子 ブロックでは、 ブロックの 上に ホット スタンプで、 マークを つけて 
おります。 そして、 その マークの 通りの 酉 己 線 や 電子 ハ。 ーツが ブロック 
の毕に ハン ダ^)'' けさ れ てい ます。 ブロ ッ クの 数を できる だけ 少なく す 
るた めに、 ブロ ッ クの 中に 電子 ハ。 ーツが 入っ たものを リード ブロックの 
かわり に 金 M している 屢昝が ぁ ります。 （すなわち 丰の 電子 ハ。 一、 ソは使 
っ ていません が 接続 リー ドは 使って いる。） 

これは ブロ ッ クの & をで き る だけ $ なく 簡単に 組み立て られ るよう 設計 
された ためです ので ご 了 暴く ださい。 


れい しんくう かん 

(例） No .4 ト ラン ジ スタと 真空管 


ト ラン ジス タ 

ft 孕# 己萼 
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電子 ブロ ッ ク式 記号 

コレクタ 


ベース 


シリコン トランジスタ 


货 


ベース 


ェ ミッタ 
コレクタ 
ェ ミッタ 


ェ ミッタ 

この EX シリー ズ には、 シリコン トランジスタが 使われて います。 上の 図は 
シリ コント ラン ジス タの 記号です。 

♦瑾 輪# 用 

ベースに 不さ な M 咢を 又れ る と コレク タから 大き な 電気 信萼 がと り だせます。 

•バイアス 抵抗 

ト ラン ジ スタに 每 结 をさせる と きに 蘇 作 点を きめる 抵抗の ことで、 トラ 
ン ジス タの ベースと 電源の 間につな ぎます。 

ふ か ていこう 

籲 負荷 抵抗 

トランジスタの コレクタに 抵抗 や ト ランスを つなぐと、 コレクタに れる信 
萼 ft 流が、 禧萼 毫笙 として ★又り m せます。 そして ィャホーン ゃ スピーカ をな 
らしたり する のです が、 さらに 次の トランジスタで、 大きな 信 兽 に 増幅 させ 
るた めの t 言 4 を 送り だす 役目 もします。 


► fi & lja ： 營 年# 己萼 鼇丰 ブロック 装^ 己萼 
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S 銃は、 鼉4 から M られ てく る簠蒎 鼇蒎の 薑を篕 める 葰自 をし ます。 

ftA の 鼇淫と &銳、 ft 羅の M には 茨の H 探が あり ます。 


鏟 k ( mA ) (ミリ アンペア）: 
鼇龜 電圧 6 V のとき 


_ 電圧 V (ボル ト） _ 

抵 — KQ (キロ オーム） 

6 V 


10 KQ では • 


10 KQ 


0. 6 mA 


4 . 7K Q では… 約 1 . 3mA 


-rv / I a — ♦ A 

《電子 記每 とはたら き》 
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•コンデンサ 

ft 年# 己萼 鼇丰 ブロ、 ソク 癸# 己萼 



コンデンサは， 直流 電命を とおさないで， 信号 電流 （菱 銳） だけを とおす 谩自 
をし ます。 コ ン デン サ は， トラ ンジ スタの ベース や コレク タの 抵 d に邊れ る! £ 
铌を みださな いよ うに t 言'# 電 k だけを i り こんだり， g り だした りする と きに， 
おも に 使われます。 

コンデンサは ト ラン ジ スタに 適当な 关き さの 檜萼を 送り こんだり， 蓓駡焱 信咢 
と髙 )1 焱 信'# の 流れを わける はた ら きをし ます。 

電子 ブロックの 上に 螽 いて ある 1〇〇 P ， 〇.〇5， 10 パ， などの—: 李は， 100 PF ， 
0.05 " F ， 0.005 " F ， 10 パ F の 略号です。 

F を ファラ ッ ドと 的 1 ひ 、， P F を ピコ ファラッド， を マイクロ ファラ ッ ドと 
命び ます。 ファラ. マドとは， コン デン •サの 電容 量の 単位の ことで 
100 PF = 0.0001 マイ クロフ ァラ ッ ドです。 

•コイル 

1 年# 己咢 1 丰 ブロック 装# 己咢 



コイルは， 置 親を M しゃすく 檜 萼鼇漭 （交 歲） は 通しに くぃ 性 te を もってぃ ま 
す。 コイルの 性 to は， コンデンサと まったく いになります。 

筒 じ コイルの 暴荅 は， 禧 萼鼇辗 親） の阖 焱邊 が湳 くなる ほど， 檜 咢を逋 し 
にく くな り， 簡じ の 搶萼電 銳の卷 谷は， コイルの? 蒼 が 大きく なるほど， 
信号を 通しに くくな り ます。 

コイ ルの® の 大き さを あら わす 単位は， （ H ) をつ かぃます 0 ( H ) は ヘンリーと 
よみ， （ H ) の 1/1000 を （ mH ) であ ら わし ミリ ヘン リー とよみます 0 
電子 ブロ ッ クの コイルは 4 mH & の fe が 使われて います。 
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•ト ランス 

鼇 寺 •言 9 己咢 鼇丰 ブロ ッ ク鉍 命咢 

P _ ど UL<umJU>0\ 

トランスは， コイルを 2 コ 組み 备 わせた 形を しています。 言* 己萼の . 
のように， 一次 側と 土 次 {則が あ ります。 

トランスは， 禧咢 電流 （ M 蒎） を 二 決 揃から 土決湔 へ 餐驗 の® 鉍に 
比 初し た電； i に笺花 させて 通す 柽餐が あり， 二袅湔 と ±袅 揃の コイ 
ルの _ き & を 変える ことにより - 由に 電圧が かえられます。 これは 
抵#， コンデンサ， コイルに はない 大きな# です 0 

• ダイオード 

電 李# 己萼 鼇丰 ブロ、 ンク 癸 言 9 己萼 

ダイ オー ドは— 銳 とか 検波に つかわれます。 電子# 己萼 でしめ すよう 
な吳茚 の 方向 だけに 電流を 籮 します。 

でん ち 

•電池 

t | i | i | i | P 鼇 孕# 己萼 

電池 とはみ なさん も 毎日 ごはん や いろいろな も のを 食べて 体が 動く 
わけです ね。 ト ラン ジス タや トラ ンス やその te の 電子 ハ。 ーツ も電長 
が 入って こなければ 接！ きません。 4 疮 は、 それらの 電子 パー ツを す動 
かすたい せつな エネ ルギ ー の もとにな り ます。 

•スピーカ 

で ぺ し § ごう 

a 電子 記号 


ス ピー カ はス ピー カの 中の コイ ルに 電流が 流れる と， # が でる 構 邊 


になって います。 


EX -SYSTEM 



6AKKEIM 


b c 


) c 


) ( 


) c 


0000000000 do 00000000 

_ ※注意 t@ 0Lrr 

長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 戴 池は， はずして おき ましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して く ださい。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ば あし 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 


でんき かいろ でんり ゆつ 

No . 1 電気回路と 電流 
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• tuning point 
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T ceil t T T T 1 


Jc c 
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〇 〇 〇 〇 〇 

二 — I I 1 
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© 
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) フ ly P D • 
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IN PUT 
㊉ AOUT 


© OUT 


図の よ うに ブロックを ならべます。 メイン 
スイッチを on にす ると 豆電球が つきます。 
ブロ ッ ク 図から® をぬ いてみ ま しょう。 
豆電^^ はき えて しまい ますね。 この 実験から 
豆電球が、 つく という ことは、 何 かが 豆電球 
へ 流れて いると 考えられます。 この 実験で® 
をはず すと 豆電球が きえました ね。 これは 電 
龜 から 錄へ祠 ■かが 謊 れて存 く M が ふられ 
たから です。 こ の椅 かを 電說 と 言います。 
図の よう な 電流の 通り 道を 電気 と 呼び ま 

でんち きょく 裊ょく 

す。 電池には ㊉ 極と ㊀ 極 とが あって、 この 2 
つの 極の あいだに 電压が 生じて います。 

この 電压が ni 路に 電命を 流す はたらき をし ま 
す。 
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でん りゆう 
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せい りゆう さ よう 


No. 2 電流の 向きと 整 5荒 作用 ( 1 ) 
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IN PUT 


-㊉ AOUT 


-© OUT 
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※ 注意 こ ㊀ OUT 

長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
があります から， じゅう ぶん 注意して 組み 立てて く ださい。 


図の よ うに ブロックを ならべます。 メイン 
スイッチを on にす ると、 豆電球が つ きます 
ね。 豆電球が ついたら© を① にさし かえて み 
てくだ さい。 さあ 豆電球は つきません ね。 

ダイ オー ドは 前に も 説明した. よう に @ の 矢印 
方向に だ け 電流を 流す わけ です。 

この 実験 か らダ イオー ドは 一定の 方向の み電 
流を 流す 性# を もっている こと が理‘ でき ま 
したね。 この結果を まとめて みましょう。 

ダイ オー ドは 電池の 

㊉ 極か ら •をへ て ㊀ 極には 電流を 通す。 

㊉ 極から ■をへ て ㊀ 極には 電流を 通さない。 
この こと はこれ からの 実験で たいせつな こと 
です のでく りかえ し 実験して みて よく 理解し 
てく ださい。 
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EX-BYSTEM 



OAKKEIM 


〇〇 〇〇 〇〇〇 〇〇〇 q 〇 〇〇〇 〇〇〇 c 

※ 注意 oui 

長い あいだ 実験を， しないは •あい， 中の 単 3 電池は， はずして おき ましょう/ 
説明書の 図を よく 見て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 


でんり ゆう む せいり ゆつ さよつ 

No .3 電流の 向きと 整流 作用 (2) 
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さあ こんどは おもしろ いい 実験です。 図の 
ように ブロックを ならべて ください。 メイン 
スイッチを on にします。 豆電球が つきます 


ね。 ①の ブロック を① にさ しかえて みまし よ 
う、 豆電球が つきません ね。 ①を もとの ①に 
かえて、 こんどは© を© にかえて みまし よう。 
やっぱり 豆電球は つきません ね。 さあ、 この 
こ とから ダイ オー ドの 性質は よく 理解で きま 
したね。 すなわち 回路の 中に ダイオードが 1 
つで、 も 2 つで も 矢印の 向き の 方向が 電流の 向 


まめ でん ，ゆう 


きと、 あわない と 豆電球が つきません。 この 
ことは 電流が 流れない わけです。 ダ イオー ド 
とは こんな おも しろい 性質を もっている こと 
がわ かりま したね。 君の 友達に こんな 性質の 
人い るかな？ さあ 次の ページへ。 

(少し ラン プがく らいので よくた しかめ 
てく ださい。） 





しんくうかん 

No . 4 トランジスタと 真空管 
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※注意 1 -㊀ OUT 

長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して ください 0 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あ リ ますから， じゅう ぶん 注意し て 組み立て てくだ さい- 




㊉ AOUT 


さあ こん どは いよいよ ト ラン ジス タ のは な 
しです。 I 948 年ア メリ カの ベル 研 ¥ 所で 鏊萌 
された トランジスタは、 わずか 十数 年で、 ほ 
とん どの 電子 機器が 真空管 か ら トランジスタ 
に 切り かえられました。 これは トランジスタ 
が 真空管に く らべ ひじょう に g 能が す ぐれて 
いるから です。 

図の よう に ブロ ック をな らべ てく ださい。 


回路図を みると、 ベース- 


6 ( V ) 


やく 

:約 1. 


3 mA 


でんり ゆう なが まめでんきゅう tcL (則 

の 電流が 流れ、 豆電球を 点灯させる ことが で 

きる I も 40 m A の鼇滿 が、 鼉4 の ㊉ 縊ょ り 、豈鼉 

球、 コレクタ、 エ ミッタ、 ㊀ 極へ 流れる よう 
になり 豆電球を 点灯させます。 
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とくせ 1 


No . 5 トランジスタの 特* 性 
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※注意 L ㊀⑶ T 

技い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 兄て 実験して く ださい。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意 して 組み立て てく ださい。 
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iii のように ブロックを ならべます。 さあ こ 
れで 前の ペー ジの 回路図と く らべ てみ てくだ 
さい。 4.7 KQ のと こ ろ：^ 1 MQ にかわって いま 
すね。 さあ メイン スイ ッ チを on にして みま 
しょう。 豆電球は つきません ね。 これは 4. 7 K 
Q か ら 1 MQ という 抵抗に かえた ことにより、 
i 電球へ 流れる 電流が へっ てし まった からで 
す。 このよう に ベース 抵抗を かえる ことによ 
り、 コレクタ、 エ ミッタ 間に 流れる 電流を か 
える こと がで き ます。 
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けん ぱ 


No . 6 ダイ オー ド 検波 ラジオ 


アンテナ fe 


丨き けん！ アンテナ 遠は コン セン トに ぜったい さ しこまな いこと。 
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ゲルマ 検波 ラ ジオは， もっとも M 単な ラジ 
才 で， ラジオ;^ 送が はじまった， 昭和のは じ 
めに かつやく した k 石 ラジオの 銥宕 検波 機 （方 
船 叙: や 黄 鉄 綠 が 使われて いました） のか わり 
に， ゲルマニウム ダイ オー ドが 使われて いま 
す。 電池 や， トランジスタが 使って ありませ 
INPUT ん ので， 关 きな アンテナを 燊る 宓篓が ありま 
す。 アンテナ 線は 5 m の ビニール コードが 入 

0 AOUT ってぃ ますが 鼇 族の 荽 檜が 篛ぃ 邋娇な どは う 

まく* 信で きないと きがあります， そのよう 
なと き は 電気 1 さんな どで 秦っ ています ビニ 
— ル!^ か エナメル 線を 10 m ほ ど 買っ てきて 下 
の 絵の よう な アンテナを 作って く ださい 0 
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OUT 





けんぱ せき 


No . 7 ダイ オー ド 検波 1 石 ラジオ 
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| きけん！ ア ン テナ I 泉は コンセント にぜっ たいさし こまない ごと 
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ゲルマニウム ダイ オー ド 検波 ラジオに 齒邊 
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ウム タイ プ をつ かっ てい ます。 



) 〇 〇 〇 〇 0 


〇 〇 〇 〇 〇 


d m 


〇 〇 〇 0 0 


.〇 〇 〇 〇 〇 • 


㊉ 1©1 


0j 

〇 〇 〇 C 〇 _ 

一〶 1 0 ❿ 1 0 1 ㊀ 


〇 〇 〇 T - 6 9 

㊉ 0 0 ® 一 0 


〇 〇 〇 — e 


@ 一 © 0 | 0 © 


— I 。 一 










B 


No . 8 トランジスタ 検波 1 若 ラジオ 

アンテナ II •きけん！ アンテナ 縫は コン セン トにぜ つたい さしこまな いこと, 




〇〇 0© ❿ 
〇 (2)000 


SX - 霧 


鐵 



ノ〇 0© 〇❿ ❹⑩〇 


〇 〇©© ❹❾❹ ⑩〇 
〇 〇〇 〇〇〇 〇の〇 
〇 〇〇0##0〇〇 


po°X f er 

• tuning point cadmium +Bout +Aout meter 


ceu 


00000000 


DOC 


000000000 




[©OUT 


▽ c 〇 〇 〇 〇 


Jc 


JQ Q— 


〇 〇 〇 〇 〇 C| 


〇 〇 〇 C 〇 • 


. C 〇 〇 〇 〇 q 


.〇 〇 〇 〇 〇 




㊉ 1 0 


0 


▽ 〇 


© © 0 © © 

|©|® 一©? ㊆一 ㊉ 

_ 〇 〇 〇 〇 〇 

㊣ I I ① | @ ©|© 


p P 


— I 6 — 





IN PUT 
㊉ AOUT 


トランジスタは、 電流 増幅 作用の ほかに、 
ダイ オー ドと 同じように、 検波 作用 ももって 
います。 この ラジオ 回路は、 1 つの トラ ンジ 
スタ で 検波 作用と 増幅 作用 を 同時に 行なって 
いるので、 ダイオードが 使われて いません。 
このような ト ラン ジス タの 数が 少ない ラジオ 
回路の 実験の ばあいは、 アンテナを 大きく は 
りましょう。 
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囪 のように ブロックを ならべます。 君の も 
っ ている、 別の ラジオの スイッチを on にし 
てくだ さい。 そして ダイヤルを まわして 放送 
のは いらない ところに まわします。 次に 電子 
ブロック 本体の メイン スイッチを on にして 
ダイヤルを 少しつ' つま わして みまし よつ。 
このと きに アンテナ 線は ラジオに 近づけて お 
きます。 そうすると ラジオから ピ ー という 髙 
い 箸が 蚤て きます その 場崭が 同調した 場所で 
す 0 イヤホンに 向って しゃべって みまし よう 
ラ ジオから 君の 声が 出る はずです。 

※崔意 ラジオは かな らず AM が 受信で きる も 
のを 使用して く ださい。 
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とイ ャ ホンから 発振 音が 簡 えてき ます。 
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みなさんは 雨だれの 音を 聞いて いると、 ね 
むた くな り ません か？ そんな 音の 実験 回路を 
作って みましょう。 図の ように ブロック をな 
ら ベて メイン スイッチを on にします。 さあ 
イヤホンから 音を 聞いて みて ください。 

音を 聞きながら ねむって はこ ま ります よ/ 
※実験が 終っ たら かならず メイン スイ ッ チを 
OFF にしよう ね！！ 
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アンテナ コイ ルを 低 周 4 ト ランスの 茯 i と 
して 使って みまし よう。 これは アンテナ コイ 
ルが トランスの 1 種で あ る こと の 実験です。 
この 発振機は アンテナ コイ ルに バリ コンが 接 
続され ています ので、 発振 周波数を バリコン 
(ダイヤル） で 変化させる ことができます。 
IN PUT イ ヤ ホンで いろいろな 周波 M の 誓を _い てみ 

てく ださい。 
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を 蓋 好 しようと する 韓 は、 スイッチを off に 
して 20 秒〜 30 秒 まって on にす ると、 また セ 
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※ 注意 1 —㈠ OUT 

技い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おき ましょう/ 

説明書の 図を よく E て 実験して く ださい 0 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
があリ ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て でく ださい。 
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ァンテナ 籙 を葰っ て、 簖繚蘚 躲—の ■験を 

してみ ましょう。 ここでは テストて きに アン 
テナ 縫を 攝っ ています。 アンテナ 線の 晃が 
ブロックよ りは ずれる と ラン プが 点灯 します。 


E X — I 5 で 実験 している ばあい こ の 髮驗、 
で敢 後です。 この あとの 実験を する ば あ 

デ ー X */ クス X — 

L い E X — A パーツを おも とめく ださい。 
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さ あみな さ ん 電子 ブロック の 実験で No . 1 〜 
No .15 まで、 うまく 実験で き ました か？ No.16 か 
ら はまた 基礎 か ら やりましょう。 

図の よう に ブロ ック をな らべま しょう。 そし 
て、 60 cm コードの 先に エン ピツ のしん、 角 砂 
糖、 針金な どを は さんで みま しょう。 

さあ ラン プ のつ いたのは どれです か？ 

エン ピツ のしん、 針金が ランプが つきました 
ね、 このような ラ ンプ のつ いた も のを 導体と 
いい、 ランプの つかない ものを 不導体と いい 
ます。 君の そばに ある ものを いろいろ 鏡. 験し 
てみ てくだ さい。 導体と 不導体の くべつが す 
ぐで きる よう、 よく おぼえて おいてく ださい。 
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技い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう 
説明書の 図を よく 見て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ば あ v 
が あり ますから， じゅ うぶん 注意して 組み立て てく ださい。 
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が あり ますから， じゅ うぶん 注意して 組み立て てく ださい。 
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ラン ジス タの 1 つのは たらき として、 増 


幅 作用が ありまし たね。 その実 験を しまし ょ 
う。 図の よう に ブロ ック をな らべ 60 cm コード 
を 2 ヶ所 にさし こみ、 コップに 食塩水を 用意 
します。 さあ メイン スイッチを 入れ ま しょう 
このと き ランプは つきません ね。 60 cm コード 
の 先 を 食塩水の 中に 2 つと もつ けて みま しょ 
う、 さあ ランプが つきました ね。 これは 食塩 
水の 中に 60 cm コードを さしこむ と ト ラン ジス 
夕の コレクタ、 エ ミッタ 間に 大きな 電流が 流 
れ るからで す。 このよう に ベースに 流す わず 
かな 電流 変化で ラ ンプ をつ け るた めの 大きな 
電流を コント ロールで きる わけです。 
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トランジスタ のもう 1 つの はたらきと して 
スイッチ 作用が あります。 スイッチ とはいろ 
いろな スイッチが あります ね。 君の 家に も電 
球を つけ る スイ ッ チが 家の 中に い くつ も ある 
でしょう。 そのような スイ ッ チは 手で 動かす 
と 電球が つき ますね。 トランジスタの スイ ッ 

チ 命 尾とは、 ベースに 籮す不 さな ft 滿菱 花で 
スイッチ 作用を します。 さあ 実験して みまし 
よう。 メイン スイッチを on にします。 

このと き ランプは つきません ね。 キー ブロ ッ 
クを 押してみ ましょう。 これでつ きました ね。 
これは キー ブロックを 押す ことによって、 ベ 
ースに 流れる 電流が ふ えて、 トランジスタの 
スイ ッチ 作用が 働き ランプが つく わけです 0 
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キー スイ ッ チを 使って モールス コードの 練 
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シグナル イ ン ジェク ターとは 信号を 入れる 
という 意味です。 前 頁の シ グ ナルト レー サー 
では、 同調 [^路 が 故障して いる 場合 1 、 その あ 
との 低周波 増幅 逼 路 や、 高周波 増幅 tii 路 のよ 
しあ じを しらべる ことができません が、 この 
シグナル イ ン ジェク ターから 信号を 入れる こ 
とに よって、 ラジオに ついて る イヤホン や、 
スピーカ を 鳴ら して 故障を しらべる こと がで 
き ます。 





№27 水位 齡口機 




〇〇 0 ❿ 0 
0 ( 2 ) 00 ® 


轚 X •讎 YflBTIEM 


ノ 〇〇〇 0000 〇 
〇 000000 QO 
〇 〇〇❿ 000 の〇 
〇 〇〇© 00000 


• tuning point 


cadmium +Bout +Aout 
t ceil t T T 


〇 〇〇〇 c 


〇〇 〇〇〇 d 


〇〇 （） 〇 〇〇〇 c 




[© OUT 


V 




JC c m 


〇 〇 〇 〇 〇 


〇 〇 〇 C 〇 . 


〇 〇. 


or" 


.〇 〇 © -©■ 〇 


® l © l® 


© © 1 © 


〇 〇 0 0 〇 . 


_ 〇 〇 〇 〇 _ 

@ 0 0 0 0 


〇 〇 0 〇 - 〇 



IN PUT 
㊉ AOUT 



この 水位 報知機 も 発振 回路の 応用です。 普 
通の 水は、 いろいろな 不純物が ま じ •っ ている 
ので、 わずかながら 電: 流を 通します。 60 cm コ 
ー ドと ジュラ コンク リッ プで 電極 を 作って、 
水の 中に 入れ ると ジュ ラ コンク リッ プに 取り 
つけて ある 2 つの 金厲 板の間に 電流が 流れて、 
ト ラン ジス タの ベースに ハ M アス 電流を 流し 
て トランジスタを 正常に 動作させる ので、 ピ 
一とい う 発振 音が イヤホンから 聞こえます。 

お 風呂め 水を 又れ る 時な どに 使う と 便利です 


ね。 
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60 cm コ — ドの 電極 を ジュフ コンク リップに 
取り づけて、 ブロック 図の ように 組み立て ま 
す。 この 回路は、 水に 溶け こんでいる。 いろ 
いろな 踢# を 調べる 場备に 使用し ます。 

2 つの コッブに、 水と 食塩水を 入れて 音の 変 
イ 匕が 出る かどう か 実験して みて く ださい。 
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図の よう に ブロック を 組み立てて 60 cm コー 
ドの 筅を 笼 1 に 谇 另 ずつ 拳で に ぎっても らい 
質問を して 相手の 答えが う そか ほん とうか、 
を勒毫 しようと する® 4 です。 さあう まく 判 
崔 できる か してみ よう。 人間は うそを 言 
うと 淨が 出ます ね。 そんな 時の 音の 変化で 判 
定 してく ださい。 
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レフ レックス iii 路 は、 トランジスタの 数を 
すくなく して 鏠&を 主げ るのに、 たいへんつ 
ごうの よ い 固5% ■です。 1 つの ト ラン ジ スタで 

設崮 沲 と 焱筠 $1 の發 自 をさせる ので 
す。 つ まり 1 若で 2 若のは たらき をさせる こ 
とに な る わけです。 

ト ラン ジス タが 髮萌 された ころ、 ト ラン ジス 
夕が たいへん 高価な もので あつ たため ト ラン 
ジス タの轻 を へら して 縫 A を あげる よう 考え 
& された 回路な のです。 
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モー ルス 練習 邊や アン プ の!! 驗と ちがって、 
ラジす 回路の 場 分 アンテナ のえ い きょ うがと 
ても关 きいです。 ですから 鉍 M 駡の M い 4 靖 
や、 鉄 の ビルな ど の 鏡 潘の感 | いところ では 
1 〜 2 石 ラ ジオの 纟 4 のよう に アンテナの 土 笑 

をして みて く ださい。 

みなさ ん の’ 表の H へ 大き な アン テナを はれば 
いかに ア ン テナ: v •大切 かが A く わかる と 患い 
ます。 アンテナ 線は 鼉參 ブロ ッ クの セットに 
は 約 5 m のリ ー ド 線が 乂っ ています が、 毫么 
量さん など で 売 っ ている ビニ ー ル！^ を つかえ 
は 0 かん たんにつ くれる と ，# 、います。 
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アンプの 回路に も いろいろあります。 こん 
どは とても すっきり した 回路で アンプの 験 
をして みましょう。 これからの# 子 機器は、 
年々 コン ハ。 ク ト になって 枭 ます、 そんな 為 筏 
には トランスな どの 大き い ノヽ。 一 > ソは 使え ませ 
ん ね、 ですから このような 回路が 考えられ ま 
す。 ほかの アン プ 回路と く らべ てみ てく ださ 
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アンプの 5£穷 は、 ワッ トで よばれて います。 
彖塵结 の ラジオは 1 W (ワット） ぁれば お 分 
な# •臺 です が、 結 笋 ill では 5 OWi ^ 卫も ぁる も 
のが 爹 く、 ステレオ でも 2 0 W 以 i 出る ものが 
彖 と して 销 いられて います。 

ここでは ト ランスを 使用した アン プ回 路の実 
愤 をして みまし よう。 
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シ グ ナルト レーサーは、 ラジオの こ しょう 
している ところを 見っけ, 1 I ; す、 ラジォ 修 造か 
の 機械の一 つです。 

シ グ ナルと は信萼 のこと で、 ト レー サ—は 蓮 
せきす ると 言う ことで、 ラジオが えない と 
きど こま で较 4 搶萼 が朵 ている かを 造い かけ 
て 行き、 こしょう している 崭 を藥覚 する のに 
たいへん 便利な 機械です。 

図の よう に ブロック を 組み立てて 60 cm コード 

を葰い ラジ ォの 翯篱焱 をし ら ベる 鱔は 翯廚 焱 

よう とこ ^ つか 

用 の 戸/? を 使います。 


こしよう している ラジオの スイッチを 又れ、 
ラジ オの ㊀ 側に ㊀ の 6 Om コー ドの 発を ふれさ 
せ ㊉ の 方で 同满 回路から ダイ オード までの 遣 
に ふれて いきます。 磘崮 族の# is 芬が 至臀 なら 
ば シク ナルト レ ー サ ー のスピ ー カから 放 磁 が 
細 えてき ます。 
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鋒 M テス ターは 線が ふれて いるか ど うかを 
滅 ベる 备械 です。 電球 や アイロン、 モーター 
な どの 除！^ を 調べて みま しょう。 

除！！ していな いとき は、 ピー という 発振 音が 
でます が、 線が 切れて いると# はでません。 
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モールス 檜萼 も、 もうう まく 打てる ように 
なりました か？ さあ こ こでは スピーカ k のモ 
ー ルス 搶萼の 綠醫秦 です。 うま く 打てる よう 
になった ら笼篷 などと モールス 通信を やつて 
みよう。 
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この 水位 知 機 も 発信 回路の 応用です、 水 
ii の 水 もわず かなが ら 谴 流を 通す ので このよ 
う な 実験が でき る わけです ね。 

図の よ うに 60 cm コ ー ドと ジュラ コンク リップ 
で電 feg を 作って、 お 風呂な どの 水を 人れ る綠 
に 使用 してみ ま しょう。 

谴崔が 水に ふれる と トランジスタ のべ ー スに 

でん •う なゲ はつ レん すいい し 

八イア ス 電流を 流して 発 I 辰し 水位を 知らせて 
くれ ま す。 
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みなさんは どんなと きに、 - 一番ね むた くな 
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ると なん となく ねむたく なり ますね。 

隻餚 だれの 音で も ねむたく なる でしょう。 
そんな 音が 出る すいみん 機です。 
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A 簡 の 拳は 泮の m る薑 によ って 送: ふの ffiM 
が簽イ b します。 こ の蓽を 利用 した ものに うそ 
髡筧 tli があります。 笨杨は もっと 镇 li にな っ 

ています 力で、 ここでは かんたんな k 験を して 
みましょう。 & ふの 链統 が卡 がると 髡搶が 速 
くなります。 に 6 Ocm コードの 先を にぎつ 
て もらい •しく 利用して みて ください。 
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発振 回路の 応用です が メトロ ノームの よう 
な 後い 勞が できます。 みなさんは 學轻 で音燊 
の 時間に メトロ ノームを みた こと が あ ります 
ね。 

きつ と ゼン マイ をまい て カ チカ チと# を 出し 
ている と 思います。 ここ では エ レクト ロ ニク 
スで そんな# を榨り 出して みましょう。 
犄か莂 の® い勞も 箸え られる と M いますので 
利用して みて く ださい。 
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で 芫歲に 染:び まわ っ ている 小 M の 11 . I き 
脅に も、 いろいろあります ね。 窺, fc にあ まえ 
ている ときの もの や、 おなかを すかした もの 
など、 そんな 小 k の 声を 掩 り だしてみ ましょ 
う。 挺銳と コンデンサの 完:较 蕾に よって、 超 
徭崮焱 髡搶を ぉこさせ、 それに 蓓而焱 髡搶の 

ピー という# を 方 口え ると、 ピョ ピョ とか ピー 
と、 かわいい# が 聞こえて 朵 ると おもいます。 
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パトヵー、 筆な ど、 サィ 
レンを pi ら している ものが あり ますね。 さて 
ここでは サイ レンの% 1 を 7 乍り だしてみ ましょ 
う。 囪 のように ブロ ッ クが 組み 上つ たら メイ 
ン スイ ッ チを on にして キ ー スイ ッチの ホタ 
ンを 押してみ ましょう 0 キー スイ ッチの 押し 
劳を 餅篼 してみ てく ださい。 
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ダイ オー ドの 备銳 作用の!^ 角で、 盔流 回路 
に 1 石 + 1 C アンプを 組み 备 わせて あり ます。 
入って 永る 檜 4 を 知 2 彳 音に しています。 組み 
立てて イ ヤ ホンに 君の 声を 出 してみ ましよう、 
ス ピー カから かわ つ た 声が 出て き ます。 
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抵 成を 測定す るのに 普 ii は テス ターを 使っ 
て链統 を 許ります が、 # の 关ボで 許る こと も 
できます。 そのような テスト 回路の 験を し 
てみ ましょう。 テスト てきに 10 KQ の抵成 
を 測定して みま しょう。 図の よう に ブロ ッ 
クを 組み立てて メイ ン スイ ッ チを on にし ま 
す、 矢 の 齡 に 10K の 抵抗が 入って いますが 
この 抵 d の 測— です。 イ ヤ ホンからの# を 
聞き ながら ボリ ューム を 右左に まわして その 
音が いちばん イ、 さ くなる 戸;? を さがします。 

イ ヤ ホンからの 音が いちばん 小さく なった 戸}? 
が 約 10 K Q の 暴 •戸 弄です。 ボリューム つまみ 
の 位置を メモ して おけば 不明な 抵抗を I 十る と 
きに べんり です。 
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No .61 の 実験は うまくで きました か？ ここ 
では じよう な 実験です がコ ン デン サの 測定 
を してみ ま しょう 0 やはり イ ヤ ホンからの 
音を 聞きながら# がいちばん 不 さく なる 崭を 
さがし ます。 この 回路では 矢 の 戸；? に 0.0 1# 
の コン デン サか •入つ てい ま す。 ボリ ュ ー ムの 
位置を メ モし ておけ ばいろ いろ 利 遠で き ます 
ね 0 
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が あ ります から， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 
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みなさん は 映画を 見に 行っ たこと が ありま 
すね、 敁 [ iiM の毕の 餚萌は 急に ハ。 チンとは 消 
えません ね、 だんだん 暗く なって 来ました で 
しょう。 そんな® 4 の 原 逢を II 験して みまし 
よう。 ボ リームで コント ロー ルして みて くだ 
さいゆ っく りと くで きます ね。 
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説明書の 図を よく 昆て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 



さ あこん どは ギ 音の 実験を してみ ましよう 
エレクト ロ ニック ガンの# で、 す。 

組み立て 終っ たら かならず ま ちカヾ いがない か 
どうかた しかめて くださいね。 たしかめて か 
ら メイ ン スイ ッチを on にし ましよう 0 
I 験が 終ったら メ イン スイ ッ チは off にして 
おき ましよう。 
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長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して く ださい。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 
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2 fe + IC アンプ サイレンの It 験です。 今 ま 
でに も いろいろな 実験を して 来ました がくり 
かえしく りかえ し 実 鲮 する こ とに よ つて 回路 
の勉 をし て 電子 ハ。 ー ツ のい ろい ろな 役目を 


理解して く ださい 0 
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※ 注意 1 —㊀ OUT 

長い あいだ 実験を， しない （ if あい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく） i て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
があリ ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 



キ ー スイ ッ チを 押す とふつう は％ か が 動作 
してい ますね、 この 回路では キー スイ ッ チを 
押す と 一定の 時間 だけ ゲート を _ く はたらき 
をし ます。 

キ ー スイ ッチを 押し （ 〇 • 2 禅く らい)^ すると 
ランプが 1 回つ いてす ぐ 消えて しまい ますね 
この 回路は ワ ン マン 八 スのラ ンプな どに 使わ 
れ ています。 そのほか いろいろな 利用 面を み 
なさん も 考えて みて く ださい。 
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※注意 [㊀ OUT 

長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 蜇 池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して ください 0 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 
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シ グ ナルト レ ーサー が 検波 回路の ついた アン 
プと いう ことは 前に も 設 崩 しまし たね。 

T の 図の よ うにし ら ベて 行 くとう まくで きる 
と 思います。 
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キー スイ ッ チを 草く# したりは なしたり す 
ると 登钱 がっき ますが、 押したり はなしたり 
する 蓮 さが おそく なると、 豆 球は っき ません C 
みなさんの ぉ发 蓬の 诗經の 純 逢が でき ま 
す。 だれが ゴ蕃豈 錄を鹃 るく っける ことが で 
きる か 実験 してみ ましよう。 
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烽 いあい だ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 兄て 実験して く ださい。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
があリ ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 
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アン プ にも、 いろいろ な 糸 k み 芳があ ります 
ね。 この e x シ リーズに# M されて いる アン 
プは I c で 雜られ ています。 ですから アンプ 
の 中を 見る と わかる と 思い ま すが 萇さ 2 cm ぐ 
ら いの 黒い プラスチック で _ られ ている のが 
IN PUT 1 C です。 こ んな 小さ い^ 3 にト ラン ジ スタが 

12 個 も 入って います 。 C R 羅荅 アンプを 掩っ 
㊉ AOUT て I C アンプと 餐 ft してみ よう。 c とは コン 

デン サ のこと で R とは 抵钪 のこと です。 すな 
わち コ ン デン サと 抵抗で 作られて いる アンプ 
のこと です。 
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ヮィャ レ ス •芳 式の！^ 采 雜為备 です。 ぉ瘋呂 
の采の だけでなく、 せんたく もの や艟+ 
蘇の かわき 真 合な どい ろ いろ 使い ^4 が ありま 
すね。 この 崮备 は ft 崔が采 から はなれる と緊 
搶崮 命が ■きます。 ワイヤレス ですから 別の 
ラジオと __ を とってから — 験 しまし よう。 
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長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 戴 池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あ ります から， じゆう ぶん 注意し て 組み立て てく だ 尨い。 
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無 安定 マルチ ハ M ブレー ター の恝 清です。 
キース イッチを 押す と 発 fe 音が 出ます。 キー 
スイ ッチを はなしても 発振 音が しばらく のこ 
ります。 ブロック を 組み立てて メイン スイ 

ッチを on にして キース イッチを 押してみ ま 
しょう。 うまくで き ない 実験が あ った らも 

う 一 A ブロ ッ ク 図と あってい るかた し かめよ 
う ね。 
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みなさ ん晃 H 誉: 蠢を兔 たこと が あ ります か 
?誉 の 檜萼を 架の 檜萼 （き Mil ) に 塗て 達 ■し 
て その 晃 を婆搶 し、 宪の 檜萼を 音声に 会える 

しく みに なつ ています。 

ここでは そ の晃 ■の 髮蘇症 券の をして み 
ましょう。 ブ ロックを 組み^^ てて イヤホンに 
声を 出して み 虫し ょ う。 君の 声の t 言 号 か •ラン 
プに筅 の 檜萼と して あらわれる と 思います。 
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い鱔 があります ね、 そんな 蒔に 詢 销 できる 餐 
11014 です。 ボリ ームを しぼれば 梁 だけ の警 
雜 A と しても 楗 えます。 

みなさ んで いろいろ な询 M 芳謠を 寒え てみ て 
ください。 おもしろい アイデアが ¥ えられた 
ら笼の 答へ おしえて く ださいね。 
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コンピュータの 备备ゃ 瘠！！ は、 二 銮の草 さ 

でつ ぎつ ぎに、 コン ピュー タの h 部を つたわ 
つて ゆきます。 この コンピュータの 命令を つ 
たえ る を きめる 役目 をす るの が この 無 安 
运 マノ レチ崮 です。 この 窫駿 では ラン プ の ， A 
滅 する 遙產 を きめてい ます。 
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やは り コン ピュー タの 回路の 1 つです、 ブ 
ロックを 組み立てて メイン スイッチを on に 
します。 まず キース イッチを ^ 度 押す と、 ラ 
ン プがつ きます、 キース イッチを はなしても 
ラ ンプ はき えずつ いたま ま です。 さらに 2 本 
の テスター 释の晃 を ふれて みまし ょう、 こん 
どは ランプ カヾ きえました ね、 そして テスター 
# の 発 をはな しても ラン プは きえた まま です 
ね。 このように キース イッチを 押した 力 >( A 
に 茶备が •又っ たか）。 テスター? 奉を ふれた か 
( B に 答％ が乂っ たか） をき ぉく しつづける 
はたらきを する 回路です。 
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一音と してき こえます。 
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断線 警報 — も ワイヤレス で 実験 してみ まし 
ょう。 少しは なれた 論 •にし かけて ネコ やいた 
づ らっ丰 の髮覚 をして みよう。 実騃 では ジュ 
ラ コンク リッ プで やっ てい ま すが ひもな どを 
使って 利用して みて ください。 ワイヤレスで 
すか ら鲁の もっている ラジオと 同議を とって 
から M 験 しまし よう。 実験が •終つ たら メイン 
スイッチは off にして おき ましよう。 



© OUT 





ひかり おと れんし ゆうき 

No .83 光と 音の モールス 練習機 



〇〇 〇© ⑩ 
0 ( 2)000 


■ AIY ■了墜 M 


ノ〇❹ ©❿© ⑩❹〇 
义〇 00000000 
S ®0))0 〇 (3 ③ ©©©の 〇 

^oyyJo 〇〇0##©〇〇 


• tuning point 


cadmium +Bout +Aout meter 
T ceu t T T T J 


EX-SVSTEM 



GAKKEVM 



© l ® l © 


〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 C 


©|0|©|©| 


〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 C 


〇 


©_| ❿ I ㊉ 丨 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 


I ©_ I©IQ 

© 


〇 ( 


〇 u 〇 〇 〇 〇 〇 、 


〇 〇 〇 〇 


〇 〇 〇 C 


0000000000 


契 


00000000 


※注意 


OUT 
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信兽を 免いても モ ー ルスがわ か るよう 練習し 

, てみ てくだ さい。 ボリュームを さげれば だ 
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けの モールス 練習機と しても 使えます。 
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糸 注意 1 —㊀ OUT 

長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して ください。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ば あ、 
が あり ますから， じゅ うぶん 注意して 組み立て てく ださい。 



鼇焱を 獒罸 させる という ことは、 とても 槳 
しい ことです ね。 このごろは、 士 活の车 にも 
いろいろな ft 波を 利结 した ものが 多 くな り ま 
したね。 みなさん も 一度 考えて みて ください。 
テレビ、 ラジオ、 fc 子 レンジな ど、 どんどん 
等 後 も ふえて 行く と 思います。 ここでは、 ワ 
イ ヤ レスの モールス M 信 機の 実験を してみ ま 
しょう。 ブロ ッ クを 組み 終って から 君の ラジ 
才 と 電子 ブロ ッ クの ダイ ヤ ルを まわしながら 
同調を とって ワイヤ レ スモール ス通 檜の 実験 
をして みよう。 電波 型 癸: は A 2 波です。 
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断水 fe 知 A の 利 用で、 みなさん 椅 かいい アイ 
デ アがあ り まし たか ？ ここ では 梁と 昝の齡 水 
辕知 機の！^ 験を してみ ましょう。 ブロックを 
組み立てて ジ ュラ コンク リッ プで 電“を 作り 
実験の ため コッ プの 水に 電 逢の It をつ けて か 
ら メイン スイッチを on にします、 そっと 電 
遄をも ち 上げて みて く ださい。 さあ どんな# 
がします か？ 光と 音です から 菝 でも 利 居で 
きます ね。 こんな 使い M が あった など アイデ 
アが あった ら 友の 会まで お しえ てく ださい。 
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※注意 し ㊀ OUT 

長い あいだ 実験を， しない ばあい， 中の 単 3 電池は， はずして おきましょう/ 

説明書の 図を よく 見て 実験して く ださい。 説明 図 以外の 組み方を すると， こわれる ばあい 
が あり ますから， じゅう ぶん 注意して 組み立て てく ださい。 



ランプの iM 蔑 縯崮4 は、 いろいろな 崭で 
我! 緒され ています。 龜¥の_ •雜、 4 蘇簞、 
装は- 絵簞に もつ いてい ますね。 ブロックを 
糸 k み: S ： てて メ インス イッチを on にして キー 
スイッチを 押してみ てくだ さい。 メイン スイ 
ッ チを on にす る 前にもう 一度 ブロック 図と 
ま ちがいがない かよく たしかめてから メイン 
スイ ッ チを on にし ましょ う 0 
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マルチ 八イ ブレー タの 応用で、 2 個の ト ラ 
ンジ スタの コレクタ 側に トランスを 使い、 盧 

銳 である 链 1^6 V から 菱滋を 髡 笙さ せます。 
この 原理の feffl には 置 親しかない 箪の吊 
で テレビを 見たり、 けい 光好を つけたり する 
場合によく つかわれます。 

ここでは 発振の 速さを おそく して 賢で 丨 ft ける 
速さに してあります ので、 イヤホンで 交? 

を 聞いて ください。 交流 電圧は トランスの、 

1 次 側と 2 次 側の 比に よ つて いろいろち 
がい ま すが、 この 回路では 約 10 V 〜 20 vSi の 
電 / i が li 笙し ます。 
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